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都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
市
の
将
来
あ

る
べ
き
姿
を
、
市
民
と
市
が
都
市
づ
く
り
の
課
題

や
方
向
性
な
ど
の
情
報
を
共
有
し
、
そ
の
実
現
に

向
け
て
都
市
整
備
を
進
め
て
い
く
た
め
の
指
針
で

す
。
市
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
郷
づ
く
り
と
の

意
見
交
換
会
か
ら
課
題
を
探
し
、
昨
年
10
月
の
市

民
意
見
交
換
会
を
経
て
、
こ
れ
か
ら
10
年
間
の
将

来
を
描
く
第
２
次
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

策
定
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
☎
４
３
・
８
１
１
５

　
拠
点
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
度
に
策
定
し
た
第
１
次
計

画
か
ら
引
き
続
い
て
、
福
間
駅
周
辺
地
区
を
中
心
拠
点
、
津

屋
崎
地
区
と
東
福
間
駅
周
辺
地
区
を
地
域
拠
点
と
し
て
、
都

市
機
能
を
集
中
さ
せ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
居
住
区
域
を
市
街
地
に
誘
導
し
、
人
口
密
度
を
高
め
、
人

の
移
動
や
営
み
を
効
率
よ
く
行
え
る
集
約
型
の
都
市
構
造
を

持
っ
た
ま
ち
を
目
指
し
、
土
地
利
用
や
道
路
交
通
網
、
公
共

交
通
網
、
地
域
の
活
性
化
な
ど
の
分
野
で
総
合
的
な
取
り
組

み
を
行
い
ま
す
。

 

基
本
方
針
１

地
域
の
課
題
に
応
じ
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

　
市
内
に
は
、
急
激
な
人
口
の
増

加
に
対
応
す
る
た
め
、
校
舎
増
築

な
ど
の
都
市
施
設
の
充
実
や
住
環

境
の
維
持
、
形
成
が
必
要
な
市
街

地
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

高
齢
化
の
進
行
や
人
口
減
少
に
よ

り
、
商
業
施
設
が
撤
退
す
る
な
ど

の
生
活
利
便
性
の
低
下
や
空
き
家

の
増
加
、
老
朽
化
し
た
建
築
物
な

ど
が
課
題
の
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
全
域
を
一
律
の

方
針
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
は
困
難

で
す
。
地
域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
や
特
性
が
あ
る
た
め
、
状

況
や
課
題
に
応
じ
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

 

基
本
方
針
２

３
拠
点
の
活
性
化
で

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
へ

　
三
つ
の
拠
点
の
機
能
充
実
に
よ

り
、
各
拠
点
を
中
心
と
し
た
市
全

体
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
第
１
次
計
画
で
は
、
Ｊ
Ｒ
福
間

駅
の
改
築
や
日
蒔
野
の
整
理
事
業

を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
都
市
計

画
事
業
に
よ
り
中
心
拠
点
の
整
備

を
進
め
ま
し
た
。
生
活
の
利
便
性

が
高
く
魅
力
的
な
「
中
心
拠
点
」

が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
第

２
次
計
画
で
は
、
二
つ
の
地
域
拠

点
の
特
性
に
合
わ
せ
、津
屋
崎
地

区
は
観
光
資
源
を
生
か
し
た
活
性

化
、東
福
間
駅
周
辺
地
区
は
子
育

て
世
代
な
ど
の
定
住
促
進
に
よ
る

活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

 

基
本
方
針
３

観
光
資
源
を
活
か
し
市
内
の
経
済

活
動
の
活
性
化
を
図
る

　
観
光
資
源
の
例
と
し
て
、
宮
地

嶽
神
社
、
津
屋
崎
千
軒
、
新
原
・

奴
山
古
墳
群
、
畦
町
宿
、
福
間
漁

港
、
津
屋
崎
漁
港
、
そ
れ
か
ら
３

つ
の
直
販
所
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
津
屋
崎
漁
港
か
ら
福
間
漁
港

へ
至
る
海
岸
線
と
宮
地
嶽
神
社
を

結
ぶ
地
域
を
観
光
交
流
ゾ
ー
ン
に

位
置
づ
け
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
資
源
の
機
能

と
連
携
を
強
化
し
、
対
外
的
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
福
岡
都
市

圏
な
ど
か
ら
交
流
人
口
を
呼
び
込

む
と
と
も
に
、
一
次
産
業
と
観
光

振
興
を
結
び
つ
け
、
経
済
活
動
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。
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方
針
４

よ
り
便
利
に

公
共
交
通
網
を
強
化
す
る

　
市
内
各
地
を
結
ぶ
道
路
交
通
網

及
び
公
共
交
通
網
を
強
化
し
ま

す
。

　
多
く
の
人
が
利
用
す
る
中
心
拠

点
周
辺
の
交
通
容
量
確
保
と
、
中

心
拠
点
と
市
内
各
地
の
居
住
地
域

を
ス
ム
ー
ズ
に
連
結
す
る
た
め
に

道
路
網
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
「
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
」
を
策
定
し
、
中
央
拠
点
や

地
方
拠
点
な
ど
を
主
要
な
乗
り
換

え
場
所
と
し
、
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線

と
民
間
の
路
線
バ
ス
、
ふ
く
つ
ミ

ニ
バ
ス
が
連
携
し
た
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
目
指
し

ま
す
。
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針
５

交
通
、
下
水
道
な
ど
の
生
活
基
盤

の
維
持
管
理
を
行
う

　
道
路
、橋
梁
、上
下
水
道
な
ど
の

適
切
な
維
持
管
理
及
び
更
新
に
取

り
組
み
、安
全
、安
心
で
快
適
な
居

住
環
境
の
維
持
、形
成
を
図
り
ま

す
。ま
た
、街
路
灯
や
防
犯
灯
の
整

備
を
図
り
、通
学
路
や
生
活
道
路

の
安
全
対
策
を
進
め
ま
す
。

　
農
地
の
中
に
農
業
に
関
係
な
い

工
場
等
の
施
設
が
立
地
す
る
な
ど
、

土
地
利
用
の
混
在
が
地
域
の
問
題

と
な
っ
て
い
る
地
域
に
つ
い
て
、

地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
そ
の
特
性
に
応
じ
た
制
限

す
べ
き
建
築
物
の
用
途
を
定
め
る

な
ど
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
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目指すまちの形
～第２次都市計画マスタープラン～


